
学習に関する意識・実態と
学習到達度の関連

－「学習に関する意識・実態調査」と

「学習到達度に関する調査」のクロス分析より－
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１．「学力」の意味について

今回の分析では、「学習到達度に関する調査」の結果を「学力」とみなし、「学習に

関する意識・実態調査」の結果とクロスさせて分析している。第２章で詳述したが、

今回の調査が、現行の学習指導要領に示されている前学年までの目標が達成されてい

るかどうかを客観的に把握するとともに、幅広い資質・能力が測定できる内容である

と考えるためである。

しかし、測定する資質・能力は、筆記形式で短時間に行う１回限りのテストの範囲

にならざるを得ないという制約があり、ある程度は限られた範囲の「学力」を測定し

ていることは間違いない。また、実施教科も数学と国語の２教科にとどまる。この点

に留意して、調査結果をみる必要があると考える。

今後、さまざまなタイプの問題開発や経年での実施などによって、より包括的な「学

力」の把握が必要だが、今回は１つの試みとして調査実施、分析を行った。

２．「学力」の階層化

本章の分析のために、テストによって測定した得点を以下の手続きにより階層化し

た。

� 数学、国語の得点を偏差値に換算する。

� 偏差値６０以上を「上位」、５０以上６０未満を「中の上位」、４０以上５０未満を「中の下

位」、４０未満を「下位」として、それぞれの教科の学力階層を出す。

この結果、数学の学力階層の人数は表３－０－１、国語の学力階層の人数は表３－

０－２のようになった。また、それらを性別にみると、表３－０－３と表３－０－４

のようになった。

分析にあたって

●第３回学習基本調査 中学生版

－１１０－



表３－０－１ 数学の学力階層

人数（％）

上位（偏差値６０以上） １６９（１８．３）

中の上位（偏差値５０以上６０未満） ２９７（３２．２）

中の下位（偏差値４０以上５０未満） ２８４（３０．８）

下位（偏差値４０未満） １７３（１８．７）

合 計 ９２３（１００．０）

※調査対象１，０２１名のうち、９８名は数学を未受験であ
った。

表３－０－２ 国語の学力階層

人数（％）

上位（偏差値６０以上） ９３（１０．６）

中の上位（偏差値５０以上６０未満） ３５９（４０．７）

中の下位（偏差値４０以上５０未満） ３１２（３５．４）

下位（偏差値４０未満） １１７（１３．３）

合 計 ８８１（１００．０）

※調査対象１，０２１名のうち、１４０名は国語を未受験であ
った。

表３－０－３ 数学の学力階層（性別）

男子 女子

上位（偏差値６０以上） １９．９ １６．７

中の上位（偏差値５０以上６０未満） ２９．３ ３５．４

中の下位（偏差値４０以上５０未満） ３２．２ ２９．３

下位（偏差値４０未満） １８．６ １８．７

表３－０－４ 国語の学力階層（性別）

男子 女子

上位（偏差値６０以上） １０．３ １０．８

中の上位（偏差値５０以上６０未満） ４１．０ ４０．６

中の下位（偏差値４０以上５０未満） ３３．１ ３７．７

下位（偏差値４０未満） １５．６ １０．８

（％） （％）
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学校での勉強の好き嫌いは、学力階層とど

のように結びついているのだろうか。数学と

国語、それぞれについて関連をみてみた。図

３－１－１によれば、教科の好き嫌いと学力

階層はかなり明確に結びついていることがわ

かる。

数学を「好き」（「とても好き」と「まあ好

き」の合計）と回答する割合は、学力上位層

で大きくなっている。数学の学力上位層では、

「とても好き」と「まあ好き」と回答した割

合は６２．７％を数えるが、下位層では３割にも

満たない（２６．０％）。数学の学力階層は、「理

科」と「美術」の好き嫌いとも強く関連して

いる。

国語の場合もやはり相関はみられる。たと

えば、国語を「好き」とする割合は学力上位

層に比べて下位層では半分程度にとどまって

いる（４８．４％に対して２７．４％）。とはいえ、

数学に比べると国語という教科での学力階層

と好き嫌いとの関連はいくらか弱くなってい

る。他方、「社会」や「理科」の好き嫌いと

国語の学力階層との関連はかなり強い。

全体として、「体育」など一部の教科を除

いて、学力階層が上位の生徒ほど各教科を「好

き」と回答する割合が大きくなっている。な

お、「総合的な学習の時間」の好き嫌いには、

数学や国語の学力階層が直線的に関連してい

るとは言えない。従来的な教科の「できる・

できない」とは別の次元で、「総合的な学習

の時間」の好き嫌いは成立しているようにみ

える。

第１節 中学生の学習行動と学力

１．学校での学習の様子と学力

�好きな教科・嫌いな教科と学力
数学の学力階層が上位の生徒ほど数学を「好き」（「とても好き」「まあ好
き」）と回答する割合が大きい。「理科」や「美術」の好き嫌いとの関連も強
い。国語でも学力階層と好き嫌いとの関連がみられるが、数学の場合ほど強
くない。むしろ「社会」や「理科」と強く関連している。

Ｑ あなたは、次の教科や学習の時間の勉強がどのくらい好きです

か。
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図３－１－１　好きな教科（学力階層別）�

注１）数値は「とても好き」と「まあ好き」の合計。�
注２）「総合的な学習の時間」にだけ、選択項目の中に「履修したことがない」が含まれる。�
注３）（　）内はサンプル数。�

●第３回学習基本調査 中学生版

－１１３－



テストによって測定された学力階層と「学

習に関する意識・実態調査（アンケート調

査）」で把握された「授業の理解度」は、見

事に対応している（図３－１－２）。

たとえば、数学の学力階層が「下位」の生

徒のうち数学の授業について「ほとんどわか

っている」「７０％くらいわかっている」と回

答した割合は２１．９％であるが、学力階層が「上

位」の場合には８９．４％に達している。国語も

同様である。相関は、同じ教科にとどまらな

い。数学や国語で学力上位層の中学生は、「社

会」や「理科」や「英語」でも授業の大部分

を理解していると回答している。

成績や授業をめぐる中学生の自己概念は、

かなりの程度正確に学力階層を反映しており、

「いまどきの中学生は一般的に肯定的反応を

示す傾向がある」という見方は必ずしもあて

はまらない。

�授業の理解度と学力
学力階層の上位の生徒ほど、授業の理解度も高いと自己評価している。数学
も国語も同様である。相関の強さはやや弱いが、他の教科との関連も認めら
れる。中学生の自己概念は学力をかなり正確に反映していると言ってよい。

Ｑ 学校の授業をどのくらい理解していますか（わかっていますか）。

●第３回学習基本調査 中学生版

－１１４－



０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�０�２０�４０�６０�８０�１００�
（％）� （％）�

国　語�

上位（１６９）�
中の上位（２９７）�
中の下位（２８４）�
下位（１７３）�

〔数学〕� 〔国語〕�

図３－１－２　授業の理解度（学力階層別）�

注１）数値は「ほとんどわかっている」と「７０％くらいわかっている」の合計。�
注２）（　）内はサンプル数。�

上位（９３）�
中の上位（３５９）�
中の下位（３１２）�
下位（１１７）�

社　会�

数　学�

理　科�

英　語�

７７．０�

５９．６�

４７．２�

１９．７�

８２．８�

６２．９�

４１．１�

１３．７�

７１．０�

４７．０�

２９．１�

１２．０�

６９．９�

５８．２�

４３．５�

３２．４�

７１．０�

５８．７�

３５．６�

２２．２�

６６．７�

５６．２�

３７．１�

１８．０�

６３．９�

４１．１�

３４．２�

１５．６�

８９．４�

６０．２�

４０．５�

２１．９�

７７．５�

５４．２�

３５．６�

２１．４�

７３．４�

５４．９�

３５．６�

２２．５�

●第３回学習基本調査 中学生版

－１１５－



「がんばって勉強したい教科」は、数学や

国語の学力階層とさほど明確に結びついてい

るわけではない（図３－１－３）。しかし、

概して言えば、対応する教科については、で

きる中学生よりもできない中学生のほうが当

該教科をがんばって勉強したい教科にあげる

割合が大きくなっている。したがって、少な

くとも中学２年生の時点では、「できない」

ことで教科を学習する意欲が衰えることには

つながっていない。ただし、「理科」につい

ては、数学や国語の学力下位層ほど「がんば

って勉強したい」という意識が薄くなってい

る。これは、「理科」が応用的な性格を持っ

ていることに由来しているのかもしれない。

もしそうだとすれば、数学と国語のある内容

が応用的な教科の基礎となることを示唆して

いることになる。

いまひとつの特徴は、数学と国語いずれに

ついても、学力下位層ほど「体育」をがんば

って勉強したい教科にあげる傾向が顕著であ

るという点である。

数学の学力階層「上位」の場合、「体育」

を「がんばって勉強したい教科」にあげる割

合は、２割強にとどまっている。これに対し

て、学力階層「下位」にあたる中学生が同じ

回答をした割合は、４割に達している。国語

の場合にも、上位１９．４％→中の上位２７．９％→

中の下位３６．５％→下位３７．６％とほぼ数学と似

通ったパターンを示している。「体育」は、

数学や国語の学力がはかばかしくない中学生

にとっては、別の選択肢となっている教科で

もある。

このように、学力階層との関連をみること

は、教科が中学生にとってどのような意味を

持っているのかを知る手がかりとなる。

�がんばって勉強したい教科と学力
がんばって勉強したい教科は、２教科の学力階層とそれほど強くは結びつい
ていない。数学の学力上位層ほど、「理科」を「がんばって勉強したい教科」
にあげる割合が大きいが、逆に「数学」は学力階層と逆の相関を示す。「体
育」は、いずれの教科についても学力下位層ほど「がんばりたい」と思う教
科である。

Ｑ あなたは、これから学校で、どんな教科や学習の時間をがんば

って勉強したいと思いますか。特にがんばりたいと思うものを

３つまで選んでください。
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授業の受け方は、学力階層によってどのよ

うに違っているのだろうか。あるいは、授業

の受け方の違いが、どのような学力階層の違

いをもたらしているのか。因果関係の方向を

いずれかに定めることは困難ではあるが、授

業の受け方と学力は相乗的に影響し合ってい

ると考えてよい（図３－１－４）。

学力の高さと一貫した強い正の関連を示す

のは、数学と国語それぞれについて以下の通

りである。

［数学］

○「本当は解ける問題を不注意で間違えると

くやしいと思う」

○「テストで間違えるとくやしいと思う」

○「授業の内容が簡単すぎると思う」

○「テストで間違えた問題をやり直す」

○「黒板に書かれていなくても、先生の話で

大切なことはノートに書く」

［国語］

○「本当は解ける問題を不注意で間違えると

くやしいと思う」

○「テストで間違えるとくやしいと思う」

○「テストで間違えた問題をやり直す」

○「黒板に書かれていなくても、先生の話で

大切なことはノートに書く」

いずれの場合も、「間違い」をより積極的

にとらえ対応している中学生ほど学力が高く

なっていることがわかる。

次に、数学と国語のいずれについても一貫

した強い負の関連を示すのは、以下の項目で

ある。

○「授業の内容が難しいと思う」

○「授業中にいねむりをする」

学力下位層の中学生ほど、授業に熱心にか

かわることをしないようである。授業が次第

に難しく感じられるようになり、「いねむり」

によってその場をやり過ごす傾向がある。ま

すます授業内容がわかりづらくなり、こうし

て絶えざる循環が始まっていくことになる。

	授業の受け方と学力
学力階層が上位の生徒ほど、板書以外の大切な話をノートに書いたり、不注
意で間違えたことについてくやしく思い、間違えた問題をやり直す傾向が強
まる。下位になるほど、授業を難しいと感じ、授業からの離脱行為をするこ
とが多い。この傾向は、数学の場合にいっそう顕著である。

Ｑ あなたの授業中の様子についてうかがいます。
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概して、「好きな学校の勉強方法」は、学

力階層とあまり目立った関連を示してはいな

い（表３－１－１）。数学と国語に共通して

関連を示したのは、「考えたり調べたりした

ことをいろいろ工夫して発表すること」であ

る。この勉強方法は学力上位層で好まれる。

「遊びのような勉強」と揶揄されることが多

いが、（やり方と方針によっても異なるが）

実際には学力上位層で好まれる傾向がある点

には留意すべきであろう。

なお、国語については、「学校外のいろい

ろな場所に行ってする授業や調査」「先生が

黒板を使いながら教えてくれる授業」を好む

のは学力上位層である。一見矛盾する結果で

はあるが、授業に対する肯定的な構えがいず

れにも反映した結果であると考えられる。

さらに注目すべきは、「個人で何かを考え

たり調べたりする授業」と「自分たちでテー

マや調べ方を決めてする授業」はすべての層

にわたって低い割合にとどまっている点であ

る。従来的な学習とは異なる特質がこれらの

学習方法には含まれているのかもしれない。


好きな学校の勉強方法と学力
学校での好きな勉強方法と学力階層との間には、一貫した関連は部分的にし
かみられない。数学・国語いずれについても、学力上位層ほどドリルなどの
反復的な授業や調べ学習などが好きな者が多くなる。また、国語に限って言
えば、「学校外のいろいろな場所に行ってする授業や調査」「先生が黒板を使
いながら教えてくれる授業」が好きなのは学力上位層である。

Ｑ あなたは、次にあげる学校の勉強方法は、どのくらい好きです

か。
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表３－１－１ 好きな学校の勉強方法（学力階層別）

注１）数値は「とても好き」と「好き」の合計。
注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注３）（ ）内はサンプル数。

数 学 国 語

上位
（１６９）

中の上位
（２９７）

中の下位
（２８４）

下位
（１７３）

上位
（９３）

中の上位
（３５９）

中の下位
（３１２）

下位
（１１７）

先生が黒板を使いながら教え
てくれる授業 ７８．７ ７７．８ ７６．８ ６５．９ ８６．１ ７６．９ ７２．７ ６２．３

友だちと話し合いながら進め
ていく授業 ６９．２ ７６．０ ７５．４ ６９．４ ７４．２ ７４．１ ７６．９ ６２．４

パソコンを使ってする勉強 ６６．８ ６６．７ ７１．１ ７０．６ ７３．１ ７０．８ ７０．９ ６４．１

学校外のいろいろな場所に行
ってする授業や調査 ６８．０ ６８．１ ６４．５ ６６．５ ７９．６ ６６．６ ６７．３ ５５．６

グループで何かを考えたり調
べたりする授業 ６２．１ ６６．４ ７１．５ ６７．０ ６０．２ ６７．１ ６６．０ ６２．４

個人で何かを考えたり調べた
りする授業 ４５．６ ４３．７ ４２．２ ４２．２ ４１．９ ４４．０ ４０．７ ３８．５

いろいろな人に聞きに行って
する授業や調査 ４０．９ ４０．０ ４２．６ ４４．５ ４９．５ ４０．６ ４３．３ ３７．６

ドリルやプリントを使ってす
る授業 ５２．７ ４８．８ ４２．６ ３３．０ ４２．０ ４９．９ ４２．３ ３６．７

自分たちでテーマや調べ方を
決めてする授業 ３６．７ ４０．４ ４１．２ ３８．７ ３８．８ ４０．４ ３６．９ ３３．４

考えたり調べたりしたことをい
ろいろ工夫して発表すること ３５．０ ３３．７ ３１．０ ２７．２ ３３．３ ３０．７ ３０．２ ２５．７

（％）
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大まかに言って、「学力上位層ほど家庭学

習の頻度が多い」というおよその傾向がみら

れる（図３－１－５��）。たとえば、「週に
１日くらいしかしない」と「家ではほとんど

勉強しない」の合計は、国語の場合、学力階

層の高い順に「上位３１．２％→中の上位３８．２％

→中の下位４２．９％→下位５１．３％」となってい

る。とはいえ、「家ではほとんど勉強しない」

者の割合は、直線的に変化するわけではない。

数学の学力上位層の３１．４％が「家ではほとん

ど勉強しない」と回答しており、下位層より

も高い割合を占めている。「ほとんど毎日す

る（週に６～７日）」の割合も学力階層に対

応した変化を示さない。

２．家での学習の様子と学力

�家庭学習の頻度と学力
平均をとれば、学力上位層ほど家庭学習の頻度も多いと言えるが、数学の学
力上位層の３１．４％が「家ではほとんど勉強しない」と回答しているように、
学習の頻度と学力階層が必ずしも一致しているわけではない。

Ｑ 家での勉強についてうかがいます（学習塾や予備校、家庭教師

との学習は除きます）。あなたはふだん、家でどのくらい勉強

をしますか。
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ほとんど�
毎日する�

（週に６～７日）�
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以上はする�
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週に半分以下�
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注）　（　）内はサンプル数。�

図３－１－５①　家庭学習の頻度（数学の学力階層別）�
�

注）　（　）内はサンプル数。�

ほとんど�
毎日する�

（週に６～７日）�

週に半分�
以上はする�
（４～５日）�

週に半分以下�
しかしない�
（２～３日）�

週に１日くらい�
しかしない�
（１日くらい）�

家ではほとんど�
勉強しない� 無答・不明�

（％）�

上　位　�
（９３）�

中の上位�
（３５９）�

中の下位�
（３１２）�

下　位　�
（１１７）�

図３－１－５②　家庭学習の頻度（国語の学力階層別）�
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それでは、家での学習時間の長さは、学力

階層とどのように関連しているのだろうか。

「ほとんどしない」と「およそ３０分」と回

答した中学生の割合は、数学も国語も学力下

位層で最大となっているが、直線的な関連を

示しているとは言えない（図３－１－６�～
�）。特に、「３時間」「３時間３０分」「それ以

上」の割合に目立った差はみられない。勉強

すればするほど学力が自動的に高まるという

ものではない。また、テレビの視聴時間が長

いほど学力が低くなっており、特に国語で学

力階層による違いが目立っている（図３－１

－６��）。

�家での学習時間と学力
平日にせよ日曜日にせよ、家庭学習時間と学力階層の間には部分的な関連し
かみられない。この点は、数学と国語いずれにもあてはまる。しかし、テレ
ビの視聴時間は学力階層が下位であるほど、長くなる。

Ｑ
●あなたはふだん（月曜日～金曜日）、学校での授業以外に１

日に何時間くらい勉強していますか。学習塾や予備校、家庭

教師について勉強する時間も含めてください。
●日曜日は、家で何時間くらい勉強しますか。学習塾や家庭教

師について勉強する時間も含めてください。
●ふだん（月曜日～金曜日）テレビを１日に何時間くらい見ま

すか。
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図３－１－６①　平日の家庭学習時間（数学の学力階層別）�
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図３－１－６②　平日の家庭学習時間（国語の学力階層別）�
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２．４� ３．０�
０．０�
２．４�
０．７�

１．４�
１．１�
０．７�
０．４�

４１．６� １５．６� １６．２� １１．６� ８．７�

１．２�
１．２�

１．２�
２．１�

４２．６� １７．３� １３．７� ７．４� １１．３�４．２�

０．６�

図３－１－６③　休日の家庭学習時間（数学の学力階層別）�

注）（　）内はサンプル数。�

ほとんど�
しない�

およそ�
３０分�１時間�

１時間�
３０分� �

２時間�
３０分�２時間� ３時間�３時間�３０分�� � それ以上�無答・�不明�

（％）�

上　位　�
（９３）�

中の上位�
（３５９）�

中の下位�
（３１２）�

下　位　�
（１１７）�

２９．０� ２２．６� １２．９� １６．１� ９．７�

４．３� ２．２�

０．０�
３．２�
０．０�

４０．７� １８．７� １６．７� ７．０�８．４�

２．８�

１．１�
１．９�
０．０�
２．８�

４０．４� １７．３� １４．７� ７．７� １２．２�

２．９�

２．２�
０．６�
１．３�

０．９�
０．９�
０．９�
１．７��

４６．２� １４．５� １４．５� ８．５� ９．４�

２．６�

０．６�

図３－１－６④　休日の家庭学習時間（国語の学力階層別）�

注）（　）内はサンプル数。�
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ほとんど�
見ない�

およそ�
３０分�１時間�

１時間�
３０分� �

２時間�
３０分�２時間� ３時間�３時間�３０分�� � それ以上�無答・�不明�

（％）�

上　位　�
（１６９）�

中の上位�
（２９７）�

中の下位�
（２８４）�

下　位　�
（１７３）�

３．０�
７．７� ９．５� ２３．７� １１．２� １２．４� ５．９� ２６．６� ０．０�

１．０�

１．７�
７．１�４．７� ２０．９� １１．１�

２２．２� ６．３� ３７．０�

２２．６� ４．７� ２６．３� ０．０�

０．４�

２．５�
４．２�３．９� １０．２�

１．７�

２．３�

２．３�

５．２� ８．７�７．５� １８．５� １１．６� ３９．９�

０．０�

１３．０� ０．４�

２．３�

図３－１－６⑤　平日のテレビ視聴時間（数学の学力階層別）�

注）（　）内はサンプル数。�

ほとんど�
見ない�

およそ�
３０分�１時間�

１時間�
３０分� �

２時間�
３０分�２時間� ３時間�３時間�３０分�� � それ以上�無答・�不明�

（％）�

上　位　�
（９３）�

中の上位�
（３５９）�

中の下位�
（３１２）�

下　位　�
（１１７）�

３．２�
７．５�

０．０�
６．５� ３３．３� １４．０� １４．０� ３．２� １８．３� ０．０�

１．４�

２．２�

１．０�

１．６�

０．９�３．４�

１．７� ２．６�

１１．１� ９．４� １２．８� １２．０� ４４．４� １．７�

４．８�４．２� １４．１� ９．９� ２３．７� ６．１� ３４．０� ０．６�

０．０�７．８�５．６� １８．４� ９．５� ２０．１� ５．８� ２９．２�

図３－１－６⑥　平日のテレビ視聴時間（国語の学力階層別）�

注）（　）内はサンプル数。�
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テスト勉強開始時期は、学力階層によって

どのように異なっているのだろうか（図３－

１－７��）。
データによれば、「学力が高いほどテスト

勉強の開始時期が早い」というおよその傾向

があり、「前日から」「当日の朝くらい」「ほ

とんどしない」の合計は、学力下位層でもっ

とも大きくなっている。ただし関連はそれほ

ど強くなく、学力下位層でも早くから準備を

始める者がかなりの割合を占めている。

�テスト勉強の開始時期と学力
学力上位層ほど、比較的早い時期からテスト勉強を開始する傾向がある。た
だし、数学も国語も関連はそれほど強くなく、学力階層の上位の生徒でも直
前に始めるケースもみられる。

Ｑ テスト（定期考査）前には、あなたはいつ頃からテスト勉強を

始めますか。
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（％）�

図３－１－７①　テスト勉強の開始時期（数学の学力階層別）�

２週間�
くらい�
前から�

１０日�
くらい�
前から�

無答・�
不明�

注）（　）内はサンプル数。�

下　位　�
（１７３）� １８．５� １２．１� ３５．３� ９．８� ９．２�４．６�

２．３�
７．５�
０．６�

中の下位�
（２８４）� １７．６� １４．８� ４０．１� １１．３� ８．５�

３．９�
０．４�
３．５�
０．０�

中の上位�
（２９７）� ２０．９� １９．２� ３９．７� ９．１�６．７�

０．０�
１．７�
０．３�
２．４�

上　位　�
（１６９）� １５．４� ２２．５� ３３．７� ８．３� １２．４�

３．６�
０．６�
２．４�
１．２�

４～５日�
くらい�
前から�

２～３日�
くらい�
前から�

前日から�当日の朝�くらい�
ほとんど�
しない�

１週間�
くらい�
前から�

（％）�

図３－１－７②　テスト勉強の開始時期（国語の学力階層別）�

２週間�
くらい�
前から�

１０日�
くらい�
前から�

無答・�
不明�

注）（　）内はサンプル数。�

下　位　�
（１１７）� １９．７� １２．８� ３５．０� ８．５�７．７�８．５�

１．７�
５．１�
０．９�

中の下位�
（３１２）� １４．４� １７．３� ４０．４� １２．２� ７．４�

３．２�
１．３�
３．８�
０．０�

中の上位�
（３５９）� １８．９� １７．０� ３９．８� ７．８�１０．０�

２．８�
０．０�
３．１�
０．６�

上　位　�
（９３）� ２８．０� １６．１� ３５．５� ８．６�６．５�

３．２�
０．０�
１．１�
１．１�

４～５日�
くらい�
前から�

２～３日�
くらい�
前から�

前日から�当日の朝�くらい�
ほとんど�
しない�

１週間�
くらい�
前から�
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複数回答方式で、家での勉強内容について

尋ねたところ、回答結果と学力階層の間に若

干の関連がみられた（表３－１－２��）。
特に、数学・国語共通に関連がみられたの

は、「学校の宿題」であり、学力上位層ほど

実施率が高かった。さらに、部分的な例外は

あるが、「『進研ゼミ』のような通信教育」の

実施率は、学力上位層ほど高くなる傾向があ

った。

なお、数学に限って言えば、「塾や予備校

の授業の予習・復習」の実施率は、学力上位

層ほど高いことがわかる。

	家での勉強内容と学力
「学校の宿題」「『進研ゼミ』のような通信教育」などの項目で、学力上位層
ほど実施率が高くなる傾向がある。これに対して、「学校の授業の予習」は、
学力下位層ほど実施率が高くなっている。

Ｑ 家では主にどんな勉強をしていますか。
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表３－１－２� 家での勉強内容（数学の学力階層別）

表３－１－２� 家での勉強内容（国語の学力階層別）

注１）複数回答。
注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注３）（ ）内はサンプル数。

注１）複数回答。
注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注３）（ ）内はサンプル数。

上位
（１６９）

中の上位
（２９７）

中の下位
（２８４）

下位
（１７３）

学校の宿題 ８７．０ ８６．９ ７９．２ ７６．３

学校の授業の予習 ２１．３ １８．９ １９．７ ２５．４

学校の授業の復習 ４３．２ ４２．８ ３５．９ ３７．６

塾や予備校の授業の予習・復習 ２９．６ ２９．６ ２１．５ １６．２

「進研ゼミ」のような通信教育 ２３．７ ２６．６ １９．４ １３．９

宅配の家庭学習教材 ８．９ ６．７ ４．９ ５．８

書店などで売っている問題集・参考書 ２１．３ ２３．９ １９．７ １５．０

その他 ７．１ ６．１ ４．２ ５．８

上位
（９３）

中の上位
（３５９）

中の下位
（３１２）

下位
（１１７）

学校の宿題 ９０．３ ８６．６ ８１．１ ７３．５

学校の授業の予習 １６．１ ２０．６ ２２．８ ２５．６

学校の授業の復習 ４０．９ ４０．７ ４１．０ ３１．６

塾や予備校の授業の予習・復習 １７．２ ２４．０ ２５．０ １５．４

「進研ゼミ」のような通信教育 ３３．３ ２５．６ １６．７ １０．３

宅配の家庭学習教材 １１．８ ６．７ ５．１ ３．４

書店などで売っている問題集・参考書 ２１．５ ２１．４ １８．３ １６．２

その他 ４．３ ６．１ ３．２ １０．３

（％）

（％）
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家での勉強の様子と学力階層の関連はどう

だろうか（表３－１－３）。

「『勉強は学校だけですればいい』と思う」

者ほど数学や国語の学力が低くなっており、

数学に限って言えば、「ラジオやテレビ、CD

をつけっ放しで勉強する」いわゆる「ながら

勉強」は学力下位層で目立っている。

これに対して、「嫌いな科目の勉強も一生

懸命する」と回答する者は、学力上位層で比

較的多くなっている。嫌いな科目でも勉強し

ようという意欲が持てるかどうかが、実際の

学力を左右しているのかもしれない。


家での学習の様子と学力
「嫌いな科目の勉強も一生懸命する」かどうかと学力階層との間には強い正
の関連がある。「机に向かったら、すぐに勉強にとりかかる」ことも学力上
位層で比較的多い。逆に、「ながら勉強」は数学の学力にマイナスに作用し
ていると考えられる。

表３－１－３ 家での学習の様子（学力階層別）

注１）数値は「あてはまる」と「まああてはまる」の合計。
注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注３）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

数 学 国 語

上位
（１６９）

中の上位
（２９７）

中の下位
（２８４）

下位
（１７３）

上位
（９３）

中の上位
（３５９）

中の下位
（３１２）

下位
（１１７）

出された宿題をきちんとやっ
ていく ９２．９ ９５．３ ９３．３ ８０．３ ９４．６ ９３．４ ９２．０ ８２．０

嫌いな科目の勉強も一生懸命
する ７８．２ ７４．４ ７０．４ ６１．８ ８１．７ ７２．１ ６８．２ ６２．４

家族に言われなくても自分か
ら進んで勉強する ６０．４ ６２．６ ６２．０ ５９．５ ６３．４ ６２．１ ６２．８ ５０．４

ラジオやテレビ、CDをつけ
っ放しで勉強する ５１．５ ５５．９ ５９．２ ６３．６ ６８．８ ５７．１ ５８．０ ５６．５

机に向かったら、すぐに勉強
にとりかかる ５４．５ ５４．９ ５１．４ ４８．０ ５５．９ ５３．８ ５２．６ ４３．６

計画を立てて勉強する ４３．２ ４７．８ ４３．３ ３７．５ ３８．７ ４２．９ ４５．２ ３８．５

授業で習ったことは、その日
のうちに復習する ４３．８ ３８．０ ３８．７ ３５．８ ４０．９ ４１．８ ３６．５ ３０．７

授業で習ったことを、自分で
もっと詳しく調べる ３４．９ ３６．７ ３７．３ ３２．３ ３７．７ ３４．５ ３２．７ ３０．０

予習をしてから授業を受ける ３０．２ ３１．７ ３２．７ ３７．６ ２８．０ ２９．８ ３３．３ ３５．９

自分で興味を持ったことを、
学校の勉強に関係なく調べる ５３．２ ５６．２ ５８．４ ５５．５ ６０．２ ５９．６ ５３．３ ５３．０

「勉強は学校だけですればい
い」と思う ３７．３ ４８．２ ５２．１ ６３．０ ３５．５ ４９．０ ５５．１ ５２．２

家での勉強の様子についてうかがいます。

（％）
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学校の授業や宿題以外の学習内容と学力階

層との関連についてはどうだろうか（表３－

１－４）。

数学でも国語でも一貫した関連がみられた

のは、「文学作品や小説・物語を読む」と「地

域の図書館で本を読んだり借りたりする」の

２つの項目である。たとえば、「文学作品や

小説・物語を読む」（「よくする」と「時々す

る」の合計）は、国語の学力下位層では１９．７％

にとどまっているが、上位層は６４．６％に及ん

でいる。さらに、「歴史小説や歴史の本を読

む」と「新聞のニュース欄を読む」も国語の

学力を押し上げるように働く可能性がある。

学校だけでなく、家庭での間接的な学習が学

力を高めていくようである。

�日常生活の中での「学習」と学力
「文学作品や小説・物語を読む」「地域の図書館で本を読んだり借りたりす
る」という学習をする者は、数学・国語いずれについても学力上位層が多い。
「歴史小説や歴史の本を読む」「新聞のニュース欄を読む」は、国語の学力の
みに関連しているようである。

表３－１－４ 日常生活の中での「学習」（学力階層別）

注１）数値は「よくする」と「時々する」の合計。
注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注３）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

数 学 国 語

上位
（１６９）

中の上位
（２９７）

中の下位
（２８４）

下位
（１７３）

上位
（９３）

中の上位
（３５９）

中の下位
（３１２）

下位
（１１７）

読みたい本を本屋で探して買
う ６２．７ ６６．３ ６９．７ ７０．５ ７４．２ ６８．２ ６９．８ ５９．９

ペットや動物・植物の世話を
する ４６．７ ５０．２ ５２．１ ５３．２ ５０．５ ５２．９ ５１．３ ４８．７

文学作品や小説・物語を読む ５１．５ ４７．５ ４０．２ ３６．４ ６４．６ ４５．７ ３９．７ １９．７

新聞のニュース欄を読む ３６．７ ４４．１ ３１．６ ３２．３ ４７．４ ３５．７ ３７．５ ２９．９

地域の図書館で本を読んだり
借りたりする ３０．１ ３０．３ ２４．７ ２０．２ ４４．１ ２５．９ ２４．１ ２１．３

歴史小説や歴史の本を読む ２１．９ ２５．２ ２４．３ ２１．４ ３７．７ ２７．５ １７．６ １５．４

自然や動物・植物の本を読む １８．３ ２０．２ １９．３ ３０．１ １７．２ ２１．２ ２０．８ ２９．９

日記をつける １７．７ １９．６ １９．７ １９．０ ２６．９ １９．２ １９．９ ２２．２

美術館や博物館に行く ９．４ １３．８ ９．５ ９．３ １４．０ １１．４ ９．０ １０．２

あなたは、ふだん（学校の授業や宿題以外で）次のことをどの

くらいしますか。

（％）
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家庭環境は学力をどの程度左右しているの

だろうか（図３－１－８）。

「ほとんど毎日、家の人は私に『勉強しな

さい』と言う」ような家庭環境は、決して学

力を高めない。もちろん、これは実際に勉強

しているかどうかを反映した結果にすぎない

のかもしれない。

これに対して、残りの項目は数学と国語い

ずれの教科の学力をも高めるように働いてい

る可能性が高い。親の成績に対する関心や親

に勉強をみてもらった経験だけでなく、「家

の人に博物館や美術館に連れていってもらっ

たことがある」という「文化的環境」も学力

の高低と関連しているようである。

�家庭環境と学力
「ほとんど毎日、家の人は私に『勉強しなさい』と言う」という項目を除い
て、親の教育関心や親子のコミュニケーションが中学生の学力とプラスの関
連を示す。

Ｑ あなたの家のことについてうかがいます。
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０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�０�２０�４０�６０�８０�１００�

家には本（マンガ
や雑誌以外）がた
くさんある�

自分一人の勉強部
屋を持っている�

ほとんど毎日、家
の人は私に「勉強
しなさい」と言う�

この１か月の間に、
お父さんやお母さ
んに勉強をみても
らったことがある�

お父さんやお母さ
んとよく話をする�

お母さんは私の成
績をよく知ってい
る�

お父さんは私の成
績をよく知ってい
る�

家の人に博物館や
美術館に連れて
いってもらったこ
とがある�

（％）� （％）�

上位（９３）�
中の上位（３５９）�
中の下位（３１２）�
下位（１１７）�

上位（１６９）�
中の上位（２９７）�
中の下位（２８４）�
下位（１７３）�

〔数学〕� 〔国語〕�
図３－１－８　家庭環境（学力階層別）�

注１）複数回答。�
注２）（　）内はサンプル数。�
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５６．６�
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５８．７�

５９．０�
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６９．９�

５９．９�

５８．１�

２５．８�
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３６．８�

３２．３�
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６８．８�

６２．５�

５８．１�

８９．２�

８６．６�

８３．０�

７６．９�
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６４．４�
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２４．３�
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次に、学習塾や予備校の利用状況と学力階

層との関連について眺めてみる（表３－１－

５）。

通塾しているほど学力が高くなる傾向があ

るが、国語については一貫した傾向はない。

数学は、通塾しなければ一定レベルの習得が

難しい状況にあるのかもしれない。しかも、

「高校を受験するための進学塾」に通う者ほ

ど数学の学力が高い。比較的少人数（４人以

下）の教室に通う者は、学力下位層に多くみ

られる。

３．学校外の学習機会と学力

�学習塾・予備校の利用と学力
通塾率は、数学においてのみ関連し、学力上位層ほど通塾率が高く、５６．８％
に達する。同じく数学の学力上位層ほど、「進学塾」に通う割合が大きい。
少人数指導方式の塾には、学力下位層が多く通塾している。

Ｑ あなたは今、放課後や日曜日に、学習塾や予備校に行っていま

すか（そろばん、習字などの塾は除きます。「公文」のような

自習教室は含めます）。

［行っている人にうかがいます］
●週に何日行っていますか。
●あなたの行っているのは、どんな学習塾（予備校）ですか。
●あなたが行っている学習塾（予備校）は１クラス何人ですか。

●第３回学習基本調査 中学生版

－１３６－



表３－１－５ 学習塾・予備校の利用状況（学力階層別）

注１）「通塾日数」「学習塾のタイプ」「学習塾の指導人数」は、「学習塾や予備校」へ「行っている」と回答した生徒を母数としている。
注２）（ ）内はサンプル数。

数 学 国 語

上位
（１６９）

中の上位
（２９７）

中の下位
（２８４）

下位
（１７３）

上位
（９３）

中の上位
（３５９）

中の下位
（３１２）

下位
（１１７）

通

塾

行っている ５６．８ ４６．５ ３５．９ ２５．４ ３５．５ ４３．２ ３６．２ ３５．９

行っていない ４２．０ ５０．２ ６０．２ ６３．０ ６１．３ ５３．２ ５７．７ ５６．４

以下の項目は、「行っている」と回答した生徒のみ回答。

数 学 国 語

上位
（９６）

中の上位
（１３８）

中の下位
（１０２）

下位
（４４）

上位
（３３）

中の上位
（１５５）

中の下位
（１１３）

下位
（４２）

通
塾
日
数
（
週
あ
た
り
）

１日 １４．６ ２１．０ ２０．６ ２５．０ ３０．３ １８．７ ２２．１ １１．９

２日 ５５．２ ５８．７ ５２．０ ６１．４ ３６．４ ５２．９ ６２．８ ５７．１

３日 ２１．９ １１．６ ２１．６ ６．８ １５．２ ２０．０ １０．６ ２３．８

４日 ５．２ ８．７ ４．９ ４．５ １２．１ ６．５ ４．４ ４．８

５日 ２．１ ０．０ ０．０ ０．０ ３．０ ０．６ ０．０ ０．０

６日 ０．０ ０．０ ０．０ ２．３ ０．０ ０．０ ０．０ ２．４

７日（毎日） １．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３．０ ０．０ ０．０ ０．０

学
習
塾
の
タ
イ
プ

学校の勉強がわかるよ
うになるための補習塾 ５９．４ ７０．３ ７１．６ ８６．４ ７５．８ ６５．８ ８２．３ ７１．４

高校を受験するための
進学塾 ２６．０ １８．１ １８．６ １１．４ １８．２ ２０．０ １４．２ ２３．８

その他 １４．６ １１．６ ７．８ ０．０ ６．１ １２．９ ２．７ ２．４

学
習
塾
の
指
導
人
数

１クラスに１人（個別
指導） ８．３ １３．０ １７．６ １５．９ １５．２ １３．５ １２．４ １９．０

１クラスに２～４人 １３．５ １７．４ ２１．６ ３６．４ １８．２ １７．４ ２１．２ ２６．２

１クラスに５人以上 ７７．１ ６８．１ ５８．８ ３８．６ ６６．７ ６５．８ ６３．７ ５０．０

（％）
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図３－１－９によれば、学習機会の利用に

ついてはおよそ３つの特徴がある。

第一に、「『進研ゼミ』のような通信教育を

受けている」割合は、数学についても国語に

ついても学力上位層ほど大きくなっている

（特に国語）。第二に、「今年の夏休みに、塾

や予備校の夏期講習に行く予定だ」という割

合も学力階層に比例して大きくなっている。

第三に、「家庭教師についている」のは、学

力下位層で比較的多い。なお、この種のデー

タは、原因と結果の関係としてではなく、そ

のような層に利用されやすいという傾向を示

すものとして読むほうが自然であろう。

�諸学習機会の利用と学力
「『進研ゼミのような』通信教育」および「塾や予備校の夏期講習」を利用す
る者は、学力上位層に多い。「家庭教師」は、学力下位層で比較的多く利用
されている。

Ｑ あなたは次のようなことをしていますか。
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０� １０� ２０� ３０� ４０� ５０�０�１０�２０�３０�４０�５０�

家庭教師について
いる�

「進研ゼミ」のよ
うな通信教育を受
けている�

宅配の家庭学習教
材をとっている�

学校で朝や放課後
の補習授業を受け
ている�

今年の夏休みに、
塾や予備校の夏期
講習に行く予定だ�

今年の夏休みに、
学校が行う補習授
業を受ける予定だ�

（％）� （％）�

上位（９３）�
中の上位（３５９）�
中の下位（３１２）�
下位（１１７）�

上位（１６９）�
中の上位（２９７）�
中の下位（２８４）�
下位（１７３）�

〔数学〕� 〔国語〕�

図３－１－９　諸学習機会の利用（学力階層別）�

注１）複数回答。�
注２）（　）内はサンプル数。�
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８．１�

７．７�

１２．７�
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１６．２�
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１０．６�
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０．６�
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２．１�
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１．１�

２．２�
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２６．０�

１８．９�

１４．１�

１１．０�
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１５．１�

１２．０�
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２２．５�

１６．８�
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ここでは、学習の方法について１２の項目を

設定し、学力階層ごとに分布の違いを眺めて

みる（表３－１－６）。

ほぼ一貫した関連がみられたのは、「プリ

ントや問題集で数学の問題練習をする」「英

単語をくり返し書いて覚える」「教科書や参

考書を整理して自分のノートを作る」の３項

目であり、いずれも数学と国語の学力の高さ

と結びついている。反復的な学習は、今回の

テストにおいて測定した学力を高める上で一

定の役割を果たしているといってよい。ただ

単に読んだり暗記するよりも、くり返し練習

することや、自ら「内容を整理していく」と

いうスタイルの学習のほうがプラスに作用す

る。

４．学習の方法と学力

�学習の方法と学力
家での学習の方法に関しては、「プリントや問題集で数学の問題練習をする」
「英単語をくり返し書いて覚える」「教科書や参考書を整理して自分のノート
を作る」という方法が、学力上位層で好まれている。

Ｑ 家では、どんな勉強の仕方をすることが多いですか。

●第３回学習基本調査 中学生版

－１４０－



���

���

��� ���

��� ���

��� ���

��� ���

表３－１－６ 学習の方法（学力階層別）

注１）数値は「よくする」と「時々する」の合計。
注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注３）（ ）内はサンプル数。

数 学 国 語

上位
（１６９）

中の上位
（２９７）

中の下位
（２８４）

下位
（１７３）

上位
（９３）

中の上位
（３５９）

中の下位
（３１２）

下位
（１１７）

教科書やテキストをくり返し
読む ５５．１ ６１．３ ６２．７ ５０．８ ５５．９ ５９．３ ５６．０ ５１．３

教科書や参考書にアンダーラインを
引いたり、カラーマーカーを塗る ６０．９ ６６．７ ７０．１ ５６．７ ５８．１ ６４．３ ６８．３ ６１．６

参考書を読む ２７．３ ３６．４ ３６．７ ３７．０ ３２．３ ３２．６ ３７．５ ３１．６

辞書（英語・国語など）を引
く ２５．５ ２７．６ ２９．９ ３０．６ ２５．９ ２９．６ ２７．９ ３１．６

図鑑や事典で調べる ７．１ ９．８ １３．１ １５．０ ９．７ １１．５ １０．６ １４．５

教科書ガイドを使う ３４．９ ３４．４ ４４．０ ４２．２ ３６．６ ３４．５ ３８．５ ４１．８

教科書や参考書を整理して自
分のノートを作る ４５．６ ４５．８ ４４．０ ３５．２ ５２．７ ４７．６ ３７．５ ３４．２

自分で単語帳・単語カードを
作って暗記する ２４．８ ２７．０ ２５．３ ２４．２ ２９．０ ２６．５ ２５．３ １９．７

市販の単語帳・単語カードを
暗記する １８．３ ２１．９ ２１．８ ２２．０ １９．３ ２０．１ ２０．９ ２３．１

プリントや問題集で数学の問
題練習をする ７９．３ ７９．８ ７６．１ ５８．９ ８２．８ ７７．４ ７２．１ ６１．６

英単語をくり返し書いて覚え
る ８０．４ ８４．５ ７３．９ ６７．７ ７８．５ ８３．３ ７６．２ ６５．８

漢字をくり返し書いて覚える ７５．８ ７９．８ ７１．５ ７５．７ ７４．２ ７８．６ ７７．９ ７２．７

（％）
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学習方法のタイプは、学力階層とどのよう

に関連しているのだろうか。ここでは、１（図

中、左側の項目）と２（右側の項目）の１２組

の学習方法を設定し、いずれの方法で学習し

ているかが、学力によってどのように異なっ

ているかをみてみる（図３－１－１０）。

数学と国語で共通にみられるのは、以下の

傾向である。

［学力下位層に比べて上位層のほうが多い学

習方法］

○（「毎日こつこつ勉強する」よりも）「試験

の前にまとめて勉強する」

○（「参考書中心」よりも）「問題集中心」

○（「予習中心」よりも）「復習中心」

○（「やさしい問題を数多く解く」よりも）「難

しい問題をじっくり考える」

○（「わからないところは、先生や友だちに聞

く」よりも）「わからないところは、自分

で考える」

○（「見て覚える」よりも）「書いて覚える」

○（「得意な科目中心」よりも）「苦手な科目

中心」

なお、以下は数学でのみ差がみられ、学力

上位層のほうが多い項目である。

○（「解説がていねいな参考書を読む」よりも）

「要点だけ簡単にまとめたものを読む」

さらに、国語の学力上位層では、下位層に

比べて、以下の学習方法をとる場合が多い。

○（「読んだり、しゃべりながら覚える」より

も）「書きながら覚える」

�学習方法のタイプと学力
学力上位層と下位層の違いという点に注目したとき、数学と国語でほぼ同一
の関連性がみられた。学力上位層では、「問題集」を中心にした「復習」が
一般的で、「難しい問題をじっくり考える」タイプが多い。「苦手科目」を中
心にして勉強し、「わからないところは自分で考える」ほうでもある。逆に、
学力下位層では、「毎日こつこつ勉強」し、「参考書」「予習」中心で学習が
進む。なお、数学と国語で若干の違いもみられる。

Ｑ あなたの勉強の仕方を分類するとすれば、どんなタイプになる

と思いますか。どちらかといえば近いほうのタイプに○をつけ

てください。

（１か２のどちらか近いほうの番号に○をつけてください）
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図３－１－１０　学習方法のタイプ（学力階層別）�
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成績の自己評価は、実際の学力をどの程度

正確に反映しているのだろうか。表３－２－

１は、数学・国語・英語の自己評価との関連

を示している。

まず、数学の自己評価と学力階層はきわめ

て強く関連している。学力上位層の５６．８％は、

数学の成績が７区分で「１（上のほう）」も

しくは「２」と回答しており、「６」「７（下

のほう）」はいずれもゼロである。数学の学

力階層は、国語や英語の自己評価とも強い関

連を示す。

国語の学力階層に関しては、これらの関連

はいずれも弱くなる。とはいえ、やはり国語

の学力上位層の半数以上は「１」もしくは

「２」と回答している。

数学についても国語についても中学生は自

らの学力階層をかなり正確に認識しており、

これらは総合的な成績の自己評価にもそのま

ま投影されている。

第２節 中学生の学習観・成績観と学力

１．成績観と学力

�成績の自己評価と学力
成績の自己評価と学力階層の関連はきわめて強い。特に、数学の学力階層は、
英語や国語の自己評価ともかなり強く関連している。

Ｑ
●あなたの学校での成績についてうかがいます。

現在の総合的な成績は、学年の中でどのくらいですか。
●次の教科（数学、国語、英語）の現在の成績は、学年の中で

どのくらいですか。
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－１４５－



表３－２－１ 成績の自己評価（学力階層別）

注１）下線は最大値。
注２）（ ）内はサンプル数。

数 学 国 語

上位
（１６９）

中の上位
（２９７）

中の下位
（２８４）

下位
（１７３）

上位
（９３）

中の上位
（３５９）

中の下位
（３１２）

下位
（１１７）

総
合
成
績

１（上のほう） １３．６ ４．４ ０．７ ０．６ １９．４ ５．３ １．６ １．７

２ ３６．７ １４．１ ３．５ ０．０ ３５．５ １７．３ ４．５ ０．９

３ ３０．２ ２６．６ １０．２ １．７ １９．４ ２７．９ １０．９ ３．４

４（真ん中） １４．８ ３３．７ ３０．６ １０．４ １６．１ ２５．３ ２５．３ １７．１

５ １．２ １６．８ ２５．０ ２８．９ ５．４ １３．４ ２５．６ ２８．２

６ １．２ ２．７ １８．３ ３０．６ ２．２ ７．５ ２０．５ １９．７

７（下のほう） ０．６ ０．７ １０．９ ２６．６ ０．０ ２．５ １０．３ ２７．４

数

学

１（上のほう） ２６．６ ５．７ １．４ ０．６ １６．１ １０．０ ３．８ ２．６

２ ３０．２ １３．５ ３．９ １．２ ２６．９ １３．４ ５．１ ２．６

３ ２４．３ ２４．６ １０．９ １．２ ２３．７ ２０．１ １２．２ １０．３

４（真ん中） １２．４ ３０．０ ２７．８ １１．６ １６．１ ２５．１ ２４．４ １６．２

５ ４．７ ２０．２ ２６．４ １９．７ １１．８ １７．５ ２１．２ １６．２

６ ０．０ ４．７ １９．０ ３０．１ ３．２ ８．１ １８．９ ２６．５

７（下のほう） ０．０ ０．７ ９．５ ３３．５ ２．２ ４．７ １２．８ ２３．９

国

語

１（上のほう） １３．６ ３．７ ２．１ １．７ １８．３ ５．３ １．３ １．７

２ ２６．６ １１．８ ６．７ １．７ ３２．３ １７．０ ２．９ １．７

３ ２６．６ ２７．６ １５．１ ２．９ ２５．８ ２４．２ １６．３ ７．７

４（真ん中） ２３．７ ３７．７ ２９．９ ２２．５ １６．１ ３４．０ ３２．７ １６．２

５ ５．９ １３．１ ２５．０ ３０．１ ５．４ １１．４ ２６．６ ２９．１

６ １．８ ５．１ １３．７ ２４．３ ２．２ ５．６ １４．４ ２３．９

７（下のほう） ０．６ ０．７ ６．７ １３．９ ０．０ １．７ ４．５ １７．１

英

語

１（上のほう） ２０．１ ９．１ ２．８ １．２ １７．２ １０．６ ３．５ ２．６

２ ３１．４ １４．５ ６．０ ４．６ ３０．１ １６．７ ７．１ ４．３

３ １８．３ １９．５ １４．４ ５．２ １８．３ １８．４ １１．９ ６．８

４（真ん中） １６．６ ２４．６ ２０．４ １４．５ ２１．５ ２０．９ ２３．４ １２．０

５ ７．１ ２０．２ ２０．８ １７．３ ４．３ １５．９ ２０．８ １７．１

６ １．８ ９．１ １８．７ ２６．０ ６．５ １０．０ １７．０ ３１．６

７（下のほう） ３．０ ２．７ １５．８ ２８．９ ２．２ ６．１ １４．７ ２４．８

（％）
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それでは、「とりたい成績」は、学力階層

とどのようにかかわっているのだろうか。

やはり、希望の成績水準も明らかに現在の

学力の影響を受けている（図３－２－１��）。

たとえば、国語の学力上位層の場合、およそ

９割が「１」もしくは「２」と回答している

のに対して、下位層では３割程度にとどまっ

ている。数学でも同様な傾向がみられる。

	とりたいと思う成績と学力
とりたいと思う成績の水準は、実際の学力階層によってある程度枠づけられ
ている。学力上位層では、「１（上のほう）」と「２」が合わせておよそ９割
を占めるが、下位層では３割程度である。

Ｑ あなたはどのくらいの成績がとれたらいいと思いますか。

●第３回学習基本調査 中学生版
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図３－２－１①　とりたいと思う成績（数学の学力階層別）�

注）（　）内はサンプル数。�
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図３－２－１②　とりたいと思う成績（国語の学力階層別）�

注）（　）内はサンプル数。�
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「（現在の成績は別として）がんばればとれ

る成績」は、学力階層とどの程度関連してい

るのだろうか（図３－２－２��）。
端的に言って、前項の「とれたらいい成績」

よりも学力階層によって強く規定されている

ことがわかる。特に、数学の場合には、実際

の学力階層によって自己概念が枠づけられる

度合いが強い。数学の学力上位層の８６．４％が

「１（上のほう）」「２」と回答しているのに

対して、下位層の場合にはわずかに１３．９％に

とどまっている。国語の場合には、両者の開

きはいくらか縮まっている。


がんばればとれると思う成績と学力
「がんばればとれると思う成績」もまた、学力階層と強い関連を示している。
学力上位層では、「１（上のほう）」と「２」が合わせて８割台であるが、下
位層では１～２割程度にとどまる。

Ｑ 現在の成績は別として、あなたがうんとがんばれば、どのくら

いの成績がとれると思いますか。
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図３－２－２①　がんばればとれると思う成績（数学の学力階層別）�

注）（　）内はサンプル数。�
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図３－２－２②　がんばればとれると思う成績（国語の学力階層別）�

注）（　）内はサンプル数。�
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ここでは、成績観・学力観に関して６つの

項目を立てて、学力階層との関連をみた（表

３－２－２）。

データによると、学力階層によって成績

観・学力観が大きく異なっていることがわか

る。学力が低くなるにつれて、「将来ふつう

に生活するのに困らないくらいの学力があれ

ばいい」「今は勉強することが一番大切なこ

とだ」「学校生活が楽しければ、成績にはこ

だわらない」「どこかの高校や大学・短期大

学に入れる学力があればいい」という回答が

多くなる。逆に、「できるだけいい高校や大

学に入れるよう、成績を上げたい」という意

識は学力上位層ほど強まる。

�成績観・学力観と学力
成績観・学力観は、学力階層によって大きく変わってくる。学力下位層ほど、
ほどほどの進路でよしとする傾向が強く、上位層ほど「できるだけいい高校
や大学」を志向する。

表３－２－２ 成績観・学力観（学力階層別）

注１）複数回答。
注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注３）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

数 学 国 語

上位
（１６９）

中の上位
（２９７）

中の下位
（２８４）

下位
（１７３）

上位
（９３）

中の上位
（３５９）

中の下位
（３１２）

下位
（１１７）

将来ふつうに生活するのに困
らないくらいの学力があれば
いい

４７．９ ６３．３ ６９．７ ７０．５ ４７．３ ６１．０ ６９．９ ６９．２

できるだけいい高校や大学に
入れるよう、成績を上げたい ６３．３ ５８．６ ５３．９ ５０．３ ６１．３ ５７．７ ５４．２ ５３．０

どこかの高校や大学・短期大
学に入れる学力があればいい ３９．６ ４６．８ ５２．１ ４８．０ ４３．０ ４７．４ ４８．４ ５２．１

学校生活が楽しければ、成績
にはこだわらない ２３．１ ２７．９ ３５．２ ３５．８ ２６．９ ３０．６ ３０．８ ４１．０

今は勉強することが一番大切
なことだ １３．０ ２３．９ ２７．１ ３３．５ ２２．６ １８．７ ２７．６ ３４．２

そんなに勉強しなくても、な
んとか進学できるだろう １８．９ １４．１ ２０．１ １８．５ １６．１ １７．０ １８．３ ２２．２

あなたは、次のように思うことがありますか。

（％）
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次に、「よい成績をとるために大切なこと」

と学力階層との関連を眺めてみる（表３－２

－３）。

同表は、「とても大切」と「まあ大切」と

回答した割合を学力階層の「上位」～「下位」

層ごとに示している。学力上位層で一貫して

多いのは、「運」である。数学と国語いずれ

についても学力上位層と下位層の間に２０ポイ

ント程度の開きがみられる。「教え方の上手

な先生」をあげる者も学力上位層で多い。国

語については、「人に負けたくないという気

持ち」も学力上位層ほど多くなっている。

１０項目中でもっとも大切だと思うもの１つ

を答えてもらう単一回答では、全般的に「努

力」をあげる割合が多い。特に国語の学力上

位層で顕著である。さらに、学力下位層で「上

手な勉強法」をあげる割合が上位層に比べ半

減している点が目を引く。

�よい成績に大切だと思うことと学力
学力上位層では、よい成績をとるために大切な条件として「運」をあげる者
が比較的多い。単一回答では、学力下位層で「上手な勉強法」をあげる割合
が小さくなる点が目を引く。

Ｑ よい成績をとるためには、次のことはどれくらい大切だと思い

ますか。
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表３－２－３ よい成績に大切だと思うこと（学力階層別）

注１）各セル内の上段の数値は、「とても大切」と「まあ大切」の合計。
注２）各セル内の下段の〔 〕内の数値は、単一回答の割合。
注３）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注４）（ ）内はサンプル数。

数 学 国 語

上位
（１６９）

中の上位
（２９７）

中の下位
（２８４）

下位
（１７３）

上位
（９３）

中の上位
（３５９）

中の下位
（３１２）

下位
（１１７）

努力 ９７．１
〔４３．８〕

９８．６
〔５３．５〕

９６．８
〔４２．６〕

９４．８
〔４８．６〕

９９．０
〔５２．７〕

９８．１
〔４９．３〕

９６．８
〔４５．５〕

８９．７
〔４４．４〕

運 ７３．４
〔５．９〕

６１．９
〔２．４〕

６２．３
〔２．８〕

５６．６
〔４．６〕

６９．９
〔３．２〕

６６．８
〔２．５〕

６５．４
〔３．２〕

５１．３
〔６．８〕

上手な勉強法 ９６．４
〔１８．３〕

９７．３
〔１６．５〕

９６．５
〔１７．６〕

８９．６
〔９．８〕

９６．８
〔２０．４〕

９７．５
〔１７．８〕

９４．９
〔１６．０〕

８４．６
〔９．４〕

自分に合った問題集・参考書 ７７．５
〔０．０〕

８０．５
〔１．０〕

８６．２
〔０．７〕

７９．２
〔１．２〕

７８．５
〔０．０〕

８１．６
〔０．６〕

８６．９
〔１．３〕

６９．３
〔０．９〕

授業をしっかり聞く ９７．１
〔１８．３〕

９９．６
〔１６．２〕

９７．５
〔１９．０〕

９６．５
〔１３．９〕

９８．９
〔１６．１〕

９８．１
〔１７．８〕

９８．７
〔１７．０〕

９０．６
〔１５．４〕

生まれつきの能力 ４８．０
〔３．６〕

４７．５
〔２．０〕

４５．８
〔２．８〕

４６．２
〔２．９〕

５３．８
〔３．２〕

４５．６
〔１．４〕

４９．０
〔３．５〕

４０．１
〔３．４〕

人に負けたくないという気持
ち

８１．６
〔３．６〕

８６．５
〔３．４〕

８１．４
〔６．３〕

７９．８
〔４．６〕

８６．０
〔２．２〕

８４．４
〔３．６〕

８２．７
〔６．１〕

７６．１
〔３．４〕

家族の協力 ５２．７
〔０．６〕

４９．８
〔０．０〕

４８．９
〔０．４〕

５１．４
〔１．７〕

４８．４
〔０．０〕

５４．９
〔０．６〕

４９．３
〔０．３〕

５２．１
〔２．６〕

よい学習塾や予備校に行く ４１．４
〔０．０〕

３８．１
〔０．３〕

３８．１
〔０．４〕

４８．５
〔１．７〕

３０．１
〔０．０〕

３４．８
〔０．６〕

４８．０
〔１．０〕

３９．４
〔０．０〕

教え方の上手な先生 ８１．６
〔５．９〕

８２．４
〔４．０〕

７５．８
〔４．６〕

７３．４
〔４．６〕

８０．７
〔２．２〕

８１．４
〔５．０〕

７７．９
〔３．８〕

６９．２
〔４．３〕

（％）
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学習していて感じることは、学力階層とど

のようにかかわっているのだろうか。次に、

この点に検討を加える（表３－２－４）。

ほとんどの項目で、学力上位層での該当率

が高くなっている。数学・国語のいずれにつ

いても比較的一貫した関連がみられるのは、

「生き物や自然を『すばらしい』とか『ふし

ぎだな』と感じる」「社会のしくみや歴史の

できごとを『すばらしい』とか『ふしぎだな』

と感じる」「数学の問題の解き方を考えたり

工夫したりするのが好きだ」「英語を使って

外国の人と話したり、手紙を書いたりしてみ

たい」である。学ぶことを通して感動したり

知的好奇心をふくらませるには、（必須条件

ではないが）一定の学力が前提となる場合が

あるのかもしれない。なお、国語と数学の一

方でのみ関連を示す項目もある。

２．学習していて感じることと学力

いずれの項目についても、学力上位層で該当する割合が大きい。学ぶことを
通して、驚きや感動などを増幅させている。数学にかかわる項目を除くと、
ほとんどの項目で国語の学力階層のほうが強く関連している点が注目される。

Ｑ あなたは勉強していて、次のように感じることがありますか。

●第３回学習基本調査 中学生版
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表３－２－４ 学習していて感じること（学力階層別）

注１）数値は「よくある」と「時々ある」の合計。
注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注３）（ ）内はサンプル数。

数 学 国 語

上位
（１６９）

中の上位
（２９７）

中の下位
（２８４）

下位
（１７３）

上位
（９３）

中の上位
（３５９）

中の下位
（３１２）

下位
（１１７）

生き物や自然を「すばらし
い」とか「ふしぎだな」と感
じる

７２．８ ６４．６ ６４．８ ６０．７ ７６．３ ６５．４ ６２．１ ５９．８

社会のしくみや歴史のできご
とを「すばらしい」とか「ふ
しぎだな」と感じる

５５．０ ５４．９ ５３．５ ４０．４ ６０．２ ５６．６ ４６．５ ３９．３

数学の考え方や解き方を「す
ばらしい」とか「ふしぎだな」
と感じる

６０．３ ４６．２ ４２．９ ３３．０ ５８．１ ４５．７ ３６．６ ４２．７

国語の教科書を読んでいて、
登場人物や書いてある内容に
興味がわいてくる

５６．８ ６０．９ ５４．９ ４２．２ ７２．１ ６３．０ ５０．３ ３１．６

生き物や自然のことを調べた
り考えたりするのが好きだ ４９．７ ４８．１ ４４．３ ５０．３ ５３．８ ４９．５ ４６．５ ４３．５

社会のしくみや歴史のできご
とを調べたり考えたりするの
が好きだ

３８．５ ４１．１ ３５．２ ３０．０ ５２．７ ４１．８ ３２．４ ２３．９

数学の問題の解き方を考えた
り工夫したりするのが好きだ ５５．０ ３４．７ ２８．９ １９．１ ３９．８ ３７．０ ２８．５ ２３．０

自分や相手の気持ち・考えを
うまく出し合えたらいいなと
思う

６５．７ ６９．０ ６１．６ ５６．０ ６７．８ ６４．１ ６３．５ ４９．６

英語を使って外国の人と話し
たり、手紙を書いたりしてみ
たい

５１．５ ５０．５ ４４．７ ４０．４ ５５．９ ４６．７ ４７．１ ３５．９

（％）
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学習上の悩みをここでは、１５項目について

尋ねた。概して、学力階層との間にきわめて

強い関連がみられた（図３－２－３）。

少なくともここであげた悩みに関しては、

学力が低くなるほど悩みを抱く割合が多くな

る。学力下位層で多くみられた項目を該当率

の順に掲げてみる（左：数学、右：国語）。

�「どうしても好きになれない科目がある」
（８０．３％、８１．２％）

�「上手な勉強の仕方がわからない」
（８０．３％、６９．２％）

�「覚えなければいけないことが多すぎる」
（６９．４％、７５．２％）

�「こつこつと努力できないで困る」
（６０．１％、６０．７％）

�「小学校までにもっと勉強しておけばよか
った」（６０．７％、５９．８％）

これらの悩みは、学力の低い中学生にとっ

て深刻である。現在の勉強そのものへの不満

もさることながら、自分の現状への不満がな

いまぜになった悩みである。

こうした悩みに比べて、「どうしてこんな

ことを勉強しなければいけないのかと思う」

とか「世の中に出てから、もっと役に立ちそ

うな勉強がしたい」といった悩みは学力階層

にかかわらず半数前後の中学生が共通に抱い

ている悩みである。学力が高まっても解決し

得ないだけに、これらの悩みは厄介で根本的

な悩みなのではないだろうか。

さらに、「親の期待が大きすぎる」もまた

学力階層による違いが小さい。しかし、悩み

としてあげる中学生の割合は４分の１程度に

とどまっており、中学生への親からのプレッ

シャーは必ずしも強いとは言えない。

３．学習上の悩みと学力

学習をめぐる悩みは、学力が低いほど多くなり、多岐にわたってくる。数少
ない例外として、学ぶことの意味・有用性にかかわる疑問があり、これは学
力階層を問わず広がっている。また、「小学校までにもっと勉強しておけば
よかった」という後悔の念は学力下位層ほど強い。学力下位層にある中学生
も勉強することから完全に降りているわけではないようである。

Ｑ あなたは勉強について、次のように思うことがありますか。
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０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�０�２０�４０�６０�８０�１００�

どうしても好きに
なれない科目があ
る�

上手な勉強の仕方
がわからない�

覚えなければいけ
ないことが多すぎ
る�

どうしてこんなこ
とを勉強しなけれ
ばいけないのかと
思う�

こつこつと努力で
きないで困る�

わかりやすい授業
にしてほしい�

世の中に出てから、
もっと役に立ちそ
うな勉強がしたい�

勉強する科目を自
分でもっと選択で
きるといい�

もっと科目の数を
減らしてほしい�

努力しても成績が
思うように上がら
ない�

小学校までにもっ
と勉強しておけば
よかった�

自分は生まれつき
頭が悪いのではな
いかと思う�

親の期待が大きす
ぎる�

先生は成績にこだ
わりすぎる�

よい参考書や問題
集が見つからない�

（％）� （％）�

上位（９３）�
中の上位（３５９）�
中の下位（３１２）�
下位（１１７）�

上位（１６９）�
中の上位（２９７）�
中の下位（２８４）�
下位（１７３）�

〔数学〕� 〔国語〕�

図３－２－３　学習上の悩み（学力階層別）�

注１）複数回答。�
注２）（　）内はサンプル数。�

５９．２�
７１．０�
７５．７�
８０．３�

５４．８�
６７．４�
７７．２�
８１．２�

６０．２�
６８．８�
７６．３�

６９．２�

４５．２�
６３．２�
７０．２�
７５．２�

５７．０�
５４．０�
５９．０�

５３．８�

４８．４�
４９．６�
５４．２�
６２．４�

４３．０�
４２．１�
５０．３�

４３．６�

５３．８�
４７．１�
４６．５�
４７．０�

２５．８�
３９．０�

５５．８�
５５．６�

２０．４�
３１．２�

５１．３�
５９．８�

１７．２�
３０．１�

４９．０�
５３．８�

２４．７�
２５．３�
２６．６�
３１．６�

３８．７�
３９．０�
４７．１�
５４．７�

８．６�
１７．５�
２５．０�

１８．８�

１８．３�
１０．９�
１８．６�
２２．２�

５０．５�
５５．２�
５５．８�
６０．７�

５１．５�
７１．０�
７３．９�

８０．３�

５６．２�
６４．３�

６９．７�
６９．４�

５２．１�
５６．９�
５６．３�
５７．２�

５０．３�
５５．２�
５９．９�
６０．１�

５０．９�
４７．１�

５３．５�
６３．６�

３７．９�
４２．４�
４３．３�

４９．７�

４０．２�
３６．０�

４７．５�
５９．５�

２４．９�
４２．８�

４８．２�
５６．１�

１４．８�
３２．０�

５３．２�
６０．７�

１４．２�
３２．０�

４７．５�
６０．１�

３０．８�
２２．９�
２４．６�
２８．３�

１１．８�
１７．２�
２０．８�

２６．０�

１１．８�
１２．８�
１６．２�

２１．４�

４９．７�
４７．１�
４６．５�
４６．８�
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高校への進学希望状況は、学力階層と強く

関連している（表３－２－５）。

高校進学希望率（高校に進学したいと思う

かという質問に「思っている」と回答する割

合）は、学力下位層では８割前後であるが、

他は９５％前後に達している。「推薦入試」志

向は、学力階層の中位２層で比較的強くなっ

ている。「普通科」志向の強さは各層に共通

している。学力上位層ほど、「進学状況のよ

い高校」を好むが、それ以上に注目されるの

は「体験学習などのカリキュラム改革実践

校」へのニーズが比較的高い点である。逆に、

学力下位層は、「さほど努力を要さずに入学

でき、校則も緩やかな高校」に魅力を感じて

いる。

４．進路・進学意識と学力

�高校への進学と学力
高校進学希望率は、学力下位層を除けば９５％前後である。「推薦入試」志向
は、学力中位２層で比較的強い。学力上位層ほど、「進学状況のよい高校」
や「体験学習などのカリキュラム改革実践校」を好む。学力下位層は、「さ
ほど努力を要さずに入学でき、校則も緩やかな高校」に魅力を感じている。

Ｑ あなたは中学卒業後、高校（高等専門学校を含む）に進学した

いと思っていますか。

［思っている人にうかがいます］
●どの学科に進学したいですか。
●どのような高校に進学したいですか。
●高校へ進学する方法には、大きく分けて「推薦入試」と「一

般入試」の２つの方法があります。あなたは、どちらの方法

で進学したいですか。
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表３－２－５ 高校への進学希望（学力階層別）

注１）「希望する学科」「希望する高校のタイプ」「希望する入試方法」は、「高校への進学希望」に「思っている」と回答した生徒を母数
としている。

注２）「希望する高校のタイプ」は複数回答。
注３）「希望する入試方法」は、希望に近いほうを選択。
注４）（ ）内はサンプル数。

数 学 国 語

上位
（１６９）

中の上位
（２９７）

中の下位
（２８４）

下位
（１７３）

上位
（９３）

中の上位
（３５９）

中の下位
（３１２）

下位
（１１７）

高
校
へ
の

進
学
希
望

思っている ９７．０ ９７．６ ９４．０ ８５．０ ９８．９ ９６．７ ９５．５ ７９．５

思っていない １．２ ２．０ ４．２ １１．６ １．１ １．９ ３．５ １６．２

以下の項目は、「思っている」と回答した生徒のみ回答。

上位
（１６４）

中の上位
（２９０）

中の下位
（２６７）

下位
（１４７）

上位
（９２）

中の上位
（３４７）

中の下位
（２９８）

下位
（９３）

希
望
す
る
学
科

普通科 ７５．６ ７３．８ ６７．０ ６８．７ ８３．７ ７２．３ ６５．１ ７４．２

専門学科（商業科や
工業科など） １７．７ ２１．７ ２６．６ ２４．５ １３．０ ２２．５ ２８．５ ２０．４

総合学科 １．８ ２．４ ３．４ １．４ ２．２ ２．９ ２．０ １．１

その他の学科 ３．０ １．７ ２．６ ３．４ １．１ １．２ ３．０ ２．２

希
望
す
る
高
校
の
タ
イ
プ

自分の好きな教科・科目
を自由に選択できる高校 ５３．７ ５８．３ ５６．２ ６３．９ ６０．９ ５５．０ ５８．７ ６２．４

職業資格を取るのに
有利な高校 ４４．５ ５０．７ ５２．８ ４６．３ ４５．７ ４９．３ ５３．０ ３６．６

進学状況のよい高校 ４４．５ ３３．１ ３２．２ ２４．５ ４７．８ ３１．１ ３１．９ ２６．９

校則がきびしくない
高校 ４４．５ ４７．６ ５０．２ ５４．４ ４８．９ ４６．７ ５２．３ ５２．７

みんなで楽しめる学
校行事が豊富な高校 ６０．４ ６２．４ ５９．２ ６４．６ ６３．０ ５９．１ ６２．１ ６６．７

それほど努力しなく
ても入学できる高校 ９．１ １７．６ ２９．２ ３５．４ ８．７ １７．９ ３０．２ ３５．５

体験的な学習などのカリキ
ュラムに特色のある高校 ２３．２ ２１．０ １３．１ １２．９ ２８．３ ２１．０ １３．１ １０．８

部活動のさかんな高
校 ３９．６ ３７．６ ４２．７ ４２．９ ３９．１ ３９．２ ４０．９ ５２．７

その他 １０．４ ３．４ ２．６ ４．８ ９．８ ３．５ ５．０ ２．２

希
望
す
る

入
試
方
法

できれば推薦入試で ５３．０ ５８．６ ５６．６ ５０．３ ５０．０ ５６．８ ６０．１ ５０．５

できれば一般入試で ４４．５ ４０．７ ４１．６ ４７．６ ４８．９ ４２．７ ３８．９ ４５．２

（％）
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最後に、中学生が希望する最終学校段階と

学力階層の関係をみていく（図３－２－４�
�）。
学力上位層にもっとも多いのは、「四年制

大学まで」で、数学・国語いずれについても

５割前後に上っている。「大学院まで」を希

望する者も７．９～９．８％を数える。学力下位層

で「四年制大学まで」を希望する中学生は、

６％台にとどまっており、５割強が「高校ま

で」と回答している。学力階層によって、中

学生の将来の進路希望がかなりの程度水路づ

けられていることが読み取れる。なお、学力

上位層であっても「高校まで」と「専門学校・

各種学校まで」を合わせると全体の４分の１

程度に達している点も注目される。

	希望する進学段階と学力
希望する進学段階と学力階層にはきわめて強い関連がある。学力上位層ほど
「四年制大学まで」「大学院まで」を希望する者が多く、逆に「高校まで」は
下位層ほど多い。とはいえ、数学の学力上位層の１３．４％、国語の上位層の
１０．９％は「高校まで」という希望を持っており、この数値は「専門学校・各
種学校まで」を加えると４分の１程度に達する。

Ｑ あなたは中学卒業後、高校（高等専門学校を含む）に進学した

いと思っていますか。

［思っている人にうかがいます］
●あなたは将来、どの学校まで進みたいですか。
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（％）�

図３－２－４①　希望する進学段階（数学の学力階層別）�

注１）「高校への進学希望」に「思っている」と回答した生徒を母数としている。�
注２）（　）内はサンプル数。�

その他�四年制�
大学まで�高校まで� 無答・�

不明�

専門学校・�
各種学校�
まで�

短期�
大学まで�

大学院�
まで�

上　位　�
（１６４）� １３．４� １２．８� １２．２� ５１．２� ７．９�

中の上位�
（２９０）� ２３．８� １８．６� １６．６� ３５．２�

中の下位�
（２６４）� ３５．６� ２６．２� １５．４� １９．１�

下　位　�
（１４７）� ５４．４� ２２．４� １０．９�６．１�４．８�

１．８�

０．７�

３．８�
２．１�
０．０�

２．６�
０．７�
０．４�

０．０�

１．４�

（％）�

図３－２－４②　希望する進学段階（国語の学力階層別）�

注１）「高校への進学希望」に「思っている」と回答した生徒を母数としている。�
注２）（　）内はサンプル数。�

下　位　�
（９３）� ５５．９� １９．４� １０．８�６．５�６．５�
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